






  

歯をくいしばり、汗と涙、そして、笑いにまみれながらの博物館づくりにこだわり

続けた昭和 60年から平成 26年の開館までの 10,000 日間の様子を紹介します。 

〔ポイント〕 ・めざす博物館を実現するために、学芸員たちが何にこだわったか、その

理由をそれぞれの思いとともに紹介。 

【主な資料】現博物館の活動写真、新県立博物館の建築・展示製作の検討にかかる模型・資材・

材料検討資料、ティーンズプロジェクト関係資料ほか 

 

４ 交流展 三重県博物館協会 40周年記念 

「（仮題） わが館はここから始まった 

～ 県内博物館・美術館・資料館・水族館６１館大集合 ～ 」 
 【内 容】 三重県博物館協会加盟の 52機関 61 施設が集まり、各館の成立に関わる「わが館

はここから始まった」という一品を展示します。また、各館の特徴ある学芸員の仕

事の紹介をします。 

〔ポイント〕 ・博物館・美術館・資料館だけでなく水族館など多様な館が一堂に会す。 

       ・水族館も含めた学芸員の仕事を紹介し、来館者の多様な興味関心に対応。 

【共 催】 三重県博物館協会加盟館園    

【主な資料】 三重県博物館協会加盟の各館園の創立に関わる資料や特徴をあらわす資料（例：

松阪市文化財センターの船形はにわ、昭和天皇の戦後初行幸で新聞報道された三重

県立博物館現蔵の動物標本など）ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 開館記念特別企画展 第３弾 

「（仮題）“国内最大”ミエゾウがここにいた！ 

 ～ ミエゾウが繁栄した世界とその終焉  ～ 」 
【内 容】 全長８ｍ近くある国内最大の陸生哺乳類-ミエゾウ- の足跡が、展示を行うまさ

にその場所から発見されました。今回、約 350 万年前のミエゾウや当時の様々な化

石、その後のミエゾウが進化して小型化したアケボノゾウや当時の気候激変の証拠

となる化石を一堂に展示します。 

〔ポイント〕  ・全国各地のミエゾウ化石を集約する 

・新博物館建設の“現場”で発見された足跡・さまざまな化石の臨地性 

・県立博物館が長年、県民の方々や専門家と調査してきた資料・データ 

・子どもたちが楽しめる体験コーナーを設置 

【協 力】 宇佐市教委、国立科学博物館、中国科学院古脊椎動物・古人類研究所ほか 

【主な資料】ミエゾウ明標本（実物）、古琵琶湖層群産巨大足跡群（15×5.6ｍ）、コウガゾウ

等の全身骨格、全国産出のミエゾウなど化石ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦前の神宮徴古館 昭和天皇行幸時の写真：剥製は県博で収蔵 宝塚１号墳 船形はにわ 

ミエゾウ明標本 コウガゾウ全身骨格標本 
ミエゾウ足跡化石展示イメージ 


